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北海道清里高等学校

数学科桜井俊寛

｢数学Ｉデータの分析｣における課題学習の可能性について

l本校の現状

本校は全日制普通科、全校生徒７３名（１年生１６名、２年生２５名、３年生３２名）の１間口校であ

る。生徒のほとんどは清里町の中学校から進学しており、過去２，３年の入学者選抜における学力検査

の合計点は、３０＞４０点代から１８０，１９０点代と幅広い。平成２４年度入学生の教育課程（数学）

は下表のようになっている。

２『統計とコンピュータ」の指導について

2.1経緯と目的

（１）平成２１年度３年次数学Ｂ（選択）

主に大学進学希望者が選択していたこの科目で、１１月までに数列とベクトルの指導が終了した。

新学習指導要領で数学Ｉに「データの分析」が加わることが公になり、自身の教材研究を目的に１

２月から「統計とコンピュータ」の指導を行うことにした。

また、対象生徒の多くが大学進学後にレポート作成やプレゼンテーションに資料を活用すること

が考えられたため、それらの指導を行うことも目的とした。

（２）平成２２，２３年度３年次数学課題探求

１年目の取り組みをさらに発展させるため、学校設定科目であるこの科目では、前期に「統計と

コンピュータ｣、後期に「探求型の課題学習」をテーマに指導した。コンピュータを使う演習では

１人１台で作業できる教室で行った。

2.2指導内容※別添「平成２３年度数学課題探求学習指導計画」を参照

学習指導要領を参考に「資料の整理｣、「資料の分析」を指導した後生徒が主体となってそれらを
活用する｢統計調査」を実施した。

「資料の整理｣、「資料の分析」では、講義と演習を行う形をとった。特に演習では主にコンピュー

タ（表計算ソフトMicrosoftExcel）を用いての作業を生徒に身につけさせた。もちろん、グラフの作

成や代表値の計算などは、理解を促すために一度は手作業で行う。しかし、「統計調査」に挑戦させ
るためには、多量のデータを短時間で処理するコンピュータの操作が有益であることは言うまでもな

い。

また、演習では学習のねらいが「作業そのもの」になりがちだが、作業時間が短くなる分、学習の

ねらいの重点を「(作業の結果を）考察すること」に置けるという利点も生まれやすい。

実際にコンピュータの演習で行った課題と生徒が処理した画面の例を挙げておく。

学年 １年次 ２年次 3年次

科目 数学Ｉ 数学Ａ 数学Ⅱ 数学Ｂ

単位数 ３単位 2単位 4単位 3単位
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例２２０人の体重測定の結果

ねらい「階級を用いた度数分布表の作成」
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例３米の収穫量と平均気温の関係

ねらい「散布図の作成と相関関係の考察」
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例４生徒１０人のテストの成績
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ねらい「関数を使用した代表値の計算」
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庶数分布翌

使用した関数など 作業

COUNTＩＦ関数 度数の数え上げ

／（割算記号） 相対度数の計算

SUM関数 合計の計算

グラフ作成の機能 ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑの作成

使用した関数など 作業

FREOUENCY関数 度数の一覧作成

／（割算記号） 相対度数の計算

SUM関数 合計の計算

グラフ作成の機能 ﾋｽﾄｸ'ラムの作成

使用した関数など 作業

グラフ作成の機能 散布図の作成

生徒１０人（､成鏑(堂）

平均値 メジアン 分散 標準偏差

6４ ６５．５ 304.6 1７．５
使用した関数など 作業

AVERAGE関数 平均値の計算

MEDIAＮ関数 中央値の計算

VARＰ関数 分散の計算

STDEVP関数 標準偏差の計算

１Ｃ〔 点の生徒を除いた成縮 (占）

平均値 メジアン 分散 標準偏差
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２３探究型課題

先に述べた「統計調査」では、生徒が主体的に学習する形で指導にあたった。人口、商品の値段、

成績など、身の周りで気になる数値を調査し、コンピュータを使って資料を整理・分析、さらにそ

れらを考察した結果をまとめるといった趣旨である。調査には新聞、雑誌、インターネット、実験
の一部左粍の表では渦去に実]Iｉな

調査テーマの設定に自由度を与えると、生徒の豊かな発想に鴬かされ興味深いところだが、中に

はあまりふさわしくないものも出てくる。その際は、生徒に助言し修正することもあった。

また、取り組む人数に自由度を与えると個人、ペア、グループなどで学習にあたる様子が見られ

た。班を編成する際は、作業の内容、役割分担等を考慮すると３，４名が適当であった。

2.4プレゼンテーション指導とレポート指導

課題型探求「統計調査」でまとめた内容をレポートにすること、プレゼンテーションソフト

（MicrosoflPowcrPoint）を用いて発表することを実施した。自分で興味あることをテーマにしたせい

か、ほとんどの生徒は前向きに一生懸命取り組んでいた。評価は次のような観点で行った。

これらの指導のねらいは言語活動、論理的思考、マナー、勤労観、自己肯定感の育成など多くの観

点を含んでいる。その中でも特に個人的な思いを込めて「進学後、使えるように」という意図で指導
した。

３「データの分析」における課題学習の可能性

端的に結論を述べると、２．３節で紹介した「統計調査」の取り組みが課題学習の可能性を示す例であ

る。四分位数、箱ひげ図など新たに数学Ｉで指導する項目を含め、「調査」「資料の整理・分析」「結果

の考察」「発表」に取り組み、それらを評価するものである。課題学習にかける時数の確保、コンピュ

ータの操作支援など検討すべき課題はあるが、既習内容を「生活と関連付けたり発展させたりするなど

して、生徒の関心や意欲を高める課題を設け、生徒の主体的な学習を促し、数学のよさを認識できるよ

うにする｡」という新学習指導要領における趣旨に合致しているのではないだろうか。さらなる実践を

試みていきたい。

高等学校学習指導要領解説数学編第２章第１節３(5)課題学習より

実施に当たっては，一方的に知識を与えるのではなく，数学的活動を一層重視することが大切である。
例えば，課題を理解する，結果を予想する，解決の方向を構想する，解決する，解決の過程を振り返って
よりよい解決を考えたり，更に課題を発展させたりする，という一連の過程に沿って，必要な場面で適切
な指導を工夫するとともに，適宜自分の考えを発表したり議論したりするなどの活動を取り入れるよう配
慮する。
また，課題については，日頃から生徒が関心をもちそうな話題や生徒に育てたい能力とその能力を育て
るために相応しい話題などを考えておくこと，生徒の疑問を課題として取り上げたり，生徒の疑問を課題
として設定させたりすることなどが大切である。

どを用いた。次の表では過去に実施された調査テーマの一部を紹介する。

レポート |構成・形式 論理の明確さ 正しい文章表現 図・表の使用

プレゼン |構成・形式 論理の明確さ 見やすさ・聞きやすさ 印象に残る工夫

プロ野球選手のプロ年数と年齢 男女別異1性への理想像統計

ストラックアウトの確率 十二星座占いと血液型占い

陸上の世界記録保持者はどの国に多いか ポーカーの確率

自動車の販売台数と燃費の関係性 何回サイコロを振ればすごろくで５０マス進めるか



別添平成２３年度数学課題探求学習指導計画

平成２３年度学習指導計画， 教科：数学

評f垂'、鏡ヨ」寺Ｌ旦亜｣許;一片封二

教科 数学 科目 数学課題探求 単位数 ３単位 履修学年 3学年 分類 必修 教科担任． 桜井俊寛

使用教科書 使用副教材

科目目標①統計について理解し、基礎的な知識を身につけ、技能を上達させる。、
向關露左麹愛的zﾃﾞ塞まず墨力葬饒いざ對準のよさを認識できるようになり、 それらを使おうとする姿勢を身につける。

￣＝可，ＥＵＩ膀已ｺヨ

学期 月 学習項目
予定

時数
学習内容

学習内容の評価の観点

および評定の方法

前
期

後
期

中
間
期
末

中
間

期
末

４
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１

。

統計学を学ぼう

1．資料の整理

2．資料の分析
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3．統計調査

前期期末発表

課題を探求しよう

１．自分と数学について考

えよう

２．学習、調査したことを

用いて探求しよう

後期中間発表
■ｐ■■■■■■Ⅱ■■￣－つ－つ■￣■■￣￣■■■■■■￣●￣￣￣■■■■■■■■■■■■●￣●■■■■

課題を探求しよう

1．自分と数学について考

えよう

２．学習、調査したことを

用いて探求しよう

後期期末発表

２５

２７

２８

２５

度数分布表、ヒストグラムについて学び、作成でき
るようになろう.コンピュータ（表計算ソフト）を

使って資料を整理してみよう。

代表値、標準偏差、相関図（散布図）について学び
、 それらを求められるようになろう。コンピュータ

(表計算ソフト）を使って資料を分析してみよう。

身の周りの数値を調査し、統計学を用いて整理・分

折してみよう。コンピュータ (表計算ソフト）を便

って資料を整理・分析してみよう。

調査結果をまとめ、発表しよう。

テーマを検討、決定し、それについての学習、調査

、 探求をしよう。

テーマの例

数学Ｉ数と式、２次関数、図形と針戯

数学Ⅱ複素数、図形と方程式、三角関数、指数・対数、

微分・積分

数学Ａ集合、命題、個数の処理、確率

数学Ｂ数列、ベクトル、統計、 コンピュータなど，

テーマを検討、決定し、それについての学習、調査

、 探求をしよう。

テーマの例

数学Ｉ数と式、２次関数、図形と計迅

数学Ⅱ複素数、図形と方程式、三角関数、指数・対数、

微分・積分

数学Ａ集合、命題、個数の処理、確率〆

数学Ｂ数列、ベクトル、統計、コンピュータなど

学習内容の評価の観点

【関心・意欲・態度】

授業へ参ｶﾛする姿勢が望ま

しいか。

宿題､課題へ取り組んで期限

までに提出しているか。

新しい内容に興味を持って

学ぼうとしているか。

【数学的な見方や考え方】

問題に対し､数学的なものの

見方や考え方を使って考察し

ているか。

【表現・処理】

適切な計算に基づいて問題

を解決することができるか。

問題に応じた式や図､グラブ
をかくことができるか。

【知識・理解】

それぞれの学習項目におい

て､定義や定理を理解し、その

知識を正確に身につけている

か０

評定の方法

･宿題の取り組み、提出状況

･授業内での様子、発言、発表

・ワークシート

・レポート

･探求結果の発表

厨４匁eLm9a=音

各観点 関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

観点の趣旨

授業への参加姿勢、宿題、

課題へ取り組んで期限までに

提出しているか、新しい内容

に興味を持って学ぼうとして

いるかを評価します。

問題に対し、数学的なもの

の見方や考え方を使って考察

しているかを評価します。

問題に応じた適切な計算、

式の立て方、図やグラフの描

き方、口頭での説明等ができ

ているかを評価します。
①

定義や定理を理解し、その

知識を正確に身につけている

かを評価します。

評価方法

授業内での様子、発言、宿題

への取り組み、提出状況、ワ

ークシート、レポート等での

作業量

授業内の発表や説明、宿題、

ワークシート、レポート等で

の記述内容

授業内の発表や説明、宿題、

ワークシート、レポート等で

の記述内容

授業内の発表や説明、宿題、

ワークシート、レポート等で

の記述内容


